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ワイヤけん引式球面モータの研究

○本田　智 * 1）

　近年、ロボットは産業用ロボット以外にも、アミューズ
メントロボットや介護ロボットなどさまざまな分野への
応用が模索されている。そして、これらのロボットでは、
各関節がしなやかに、そして多方向に曲がり、かつ、そ
の位置・姿勢決め精度が高く、高速に運動できる関節ア
クチュエータの開発が求められている。本研究では、球
体に4本のワイヤを取付け、そのワイヤをけん引／送り出
すことで3軸方向に回転できる、球面モータを開発した
ので、その構造と動作および性能について報告する。

 1 .   はじめに

　図1と図2は、ワイヤけん引式球面モータの構造と動作を示したもので、球体を円筒状の軸受けに
乗せ、この球体の表面に4本のワイヤ取り付け、また、この4本のワイヤを球体上に張ったまま軸受け
に開けた吸い込み穴に導き、このワイヤをステッピングモータで引っ張り、または、送り出すことで、
球体をX軸およびY軸周りに傾斜させ、また、Z軸周りにねじることができる構造になっている。図3
は、4本のワイヤを引っ張り／送り出した時の球体の基本運動を示したもので、図4は、ワイヤのけん
引距離と送り出し距離を連続で制御することで、球体を四角運動／円運動／8の字運動させたもの
である。

 2 .   研究概要

　ワイヤけん引式の物体駆動方法は、太古の昔、巨石をロープで縛り、多人数でロープを引っ張り、
巨石を移動させる方法から始まり、現在では懸垂した物体を揺らさないように制御するクレーンに
至るまで、さまざまな方法が開発されている。しかし、本研究のように、ワイヤを球体の外表面で横
滑りさせて球体を動かす方法はなく、また、球体の任意の姿勢に対してワイヤの長さが一義的に、
簡単な式で求めることができるところにその特徴がある。

 3 .   類似研究との差異、優位性、知的財産権など

　今後、この球面モータを実用化／商用化したいと考えている。
 4 .   まとめ
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図1.  ワイヤけん引式球面モータの構造

図3.  球面モータの基本運動 図4.  球面モータの運動
図2.  ワイヤのけん引と
　　 球面モータの運動
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応急仮設住宅の遮音性能に関する調査

○渡辺　茂幸 * 1）、神田　浩一 * 1）

　大規模災害時に建設される応急仮設住宅（以下、仮設住宅）では、隣戸からの物音・室外の騒音
問題などが報告されており、これらの問題の一つの要因として、外壁や界壁などの遮音性能が低い
ことが考えられる。 そこで、東日本大震災後に建設された応急仮設住宅の遮音性能について、現場
実測を行なった。本報では、住戸間を間仕切る界壁の室間音圧レベル差、および室内外を仕切る外
壁の内外音圧レベル差の実測結果について報告する。

 1 .   はじめに

　対象とした仮設住宅は、岩手県釜石市内の3ヶ所
に建設された仮設住宅（A・B・C）である。表1に示す
とおり、仮設住宅Aは、岩手県の標準仕様とほぼ同
等の仕様で建設された仮設住宅であるが、仮設住
宅BおよびCでは、界壁内のグラスウール（GW）およ
び外壁に設置された窓の仕様が異なる。
　室間音圧レベル差は、一室の隅に向け設置したス
ピーカより広帯域ノイズを放射し、隣戸の隣り合う室
の平均音圧レベル（各 6点）の差より算出した。ま
た、一室の室内平均音圧レベルと、その室の外壁か
ら室外に1 m離れた面内の平均音圧レベルの差よ
り、内外音圧レベル差を算出した。

 2 .   測定方法

　各仮設住宅における室間音圧レベル差および内外音圧レベ
ル差の測定結果をそれぞれ図1および図2に示す。室間音圧レ
ベル差では最大で約5d Bの差が見られ、日本建築学会の遮音
性能基準を適用すると、標準仕様と同等の仕様の仮設住宅A
では遮音等級はD -30、仮設住宅B・CではD -35であった。
　また、内外音圧レベル差の測定結果では、仮設住宅Aで
D -2 5、仮設住宅BおよびCでD -3 0 -Ⅰに相当している。以上よ
り、日本建築学会が推奨する集合住宅の界壁の性能水準が
D -50であることを考慮にすると、仮設住宅の遮音性能は日常
生活をするうえで不足気味であり、検討の余地があると考え
る。

 3 .   結果・考察

　仕様の異なる3か所の仮設住宅について、界壁および外壁
の遮音性能を調査し、現状の遮音性能を把握できた。今後は、
仮設住宅の音環境の改善に向けて、さらなる調査・研究を行
う予定である。
 

 4 .   まとめ
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表1．仮設住宅の仕様の違い

図1．室間音圧レベル差の測定結果

図2．内外音圧レベル差の測定結果


